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今帰仁村

今
帰
仁
村
民
憲
章

一
、
み
ん
な
で
守
ろ
う
　
恵
ま
れ
た

自
然
と
文
化
遺
産
を

一
、
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
，つ
る
お
い
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
村
を

一
、
み
ん
な
で
育
て
よ
う
　
の
び
ゆ
く

力
と
豊
か
な
心

一
、
み
ん
な
で
め
ざ
そ
う
　
健
康
で

希
望
に
満
ち
た
村
を

一
、
み
ん
な
で
築
こ
う
　
平
和
で

明
る
い
活
力
の
あ
る
村
を
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0今帰仁村の人口 男4,782人 (+9)女 4,723人 (… 7)計 9,505人 (+2)世帯数3,389戸 (+3)平 成13年 1月 31日 現在



今
婦
侮
グ
ス
ク
表
つ
の

今
婦
侮
勧
記
鍵
其
絶
籍

今
帰
仁
城
跡

・
世
界
遺
産
登
録
記
念
事
業

未
来
へ
の
創
造
と
躍
進
す
る
村
民
文
化

駐

動

好

（

努

合

部

門

と

基

性

豊

か

な

作

品

展

千

台しヽつばしヽに練習の成果を披露するチビッ
子の踊り手たち

帰仁効跡の世界遺産登録を祝うテープカット

雅な舞いで観客を魅了した「うるま子供歌
劇団」

示さイ1た作品は感性豊かな村民の力作が所
せましと並べらイ1た

「今
帰
仁
城
跡
」

の
世
界
遺
産
登
録
を

記
念
し
て
行
わ
れ
る

「今
帰
仁
グ
ス
ク
ま
つ

り
」
と

「今
帰
仁
村

た
　
記
念
文
化
祭
」
が
二

歳
　
月
二
、
四
日
の
両
日
、

乾
　
今
帰
仁
城
跡
や
歴
史

兼
　
文
化
セ
ン
タ
ー
、
村

策
　
中
央
公
民
館
な
ど
を

の
　
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

］

ら
翔
脚
囃
潮
勤
棚
釉

み
　
団
体
が
思
い
思
い
の

力　
衣
装
を
身
に
ま
と
い

髪
　
踊
り
や
演
奏
で
今
帰

難
　
仁
城
跡
周
辺
を
華
や

輸
　
か
に
練
り
歩
く
「道

拗
　
ジ
ュネ
ー
」
が
行
わ

れ
、
そ
の
あ
と
世
界

遺
産
を
祝
う
記
念
式

典
が
聴
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

式
典
で
は
関
係
者
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
、
仲
里
吉
徳
今

帰
仁
村
長
が

「先
人
か
ら
受
け
継

が
れ
た
貴
重
な
文
化
遺
産
、
今
帰

仁
城
跡
を
末
永
く
次
世
代
に
継
承

し
て
い
く
こ
と
を
誓
う
」
と
高
ら

か
に

「世
界
遺
産
宣
言
」
を
発
す

る
と
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
代
表
し
て
玉
城
誠
也
く
ん

（兼

次
小
六
年
）
と
山
内
明
日
香
さ
ん

（兼
次
小
六
年
）
が
元
気
よ
く
あ
い

さ
つ
、
な
じ
み
深
い
今
帰
仁
城
跡

が
世
界
共
通
の
遺
産
と
し
て
登
録

さ
れ
た
喜
び
を
語
っ
た
。

ま
た
、
美
し
い
今
帰
仁
城
跡
の

石
垣
を
背
景
に
し
た
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
村
内
演
奏
家
に
よ
る
厳

か
な
古
典
音
楽
の
調
べ
が
響
き
渡

り
、
華
や
か
な
琉
球
舞
踊
や
勇
壮

な
今
泊
棒
術
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

中
、
集
ま

っ
た
多
く

の
参
加
者
ら
は
と
も

に
晴
れ
の
世
界
遺
産

登
録
を
祝

っ
た
。

そ
の
他
、
歴
史
文

化
セ
ン
タ
ー
で
は
書

道

・
絵
画
展
、
中
央

公
民
館
で
は
手
工
芸

な
ど
の
力
作
が
多
数

展
示
さ
れ
た
ほ
か
、

村

Ｐ

ュヽ

二
一デ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
で
は
琉
舞

や
伝
統
芸
能
、
古
典

音
楽
な
ど
の
舞
台
発

表
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

二
日
間
に
わ
た
る
盛

り
沢
山
の
催
し
で
参

加
者
を
楽
し
ま
せ
て

い
た
。

跡では古くから沖縄に伝わ
る「ぶくぶく茶」の祝賀茶会

艶

城
展

鬱001年)平成13年 3月 1日 広報な き じん 2



はばたけゴ36人の小さな親善大使ゴ
―第 11回 ◆帰仁村ふれあい少年の翼―

‐

¬ 嗣
魔

北
国
の
冬
を
体
験
し
、
交
流

を
深
め
よ
う
と
今
帰
仁
村
ふ
れ

あ
い
少
年
の
翼

（団
長

一
大
城

淳
稔
天
底
小
校
長
、
団
員
二
十

六
人
、
引
率
人
人
）
計
四
十
四

人
が
二
月
七
日
か
ら
十

一
日
ま

で
の
日
程
で
山
形
県
酒
田
市
を

訪
れ
た
。

到
着
か
ら

一
夜
明
け
た
羽
黒

山
ス
キ
ー
場
で
は
、　
一
面
銀
世

界
の
中
、
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
。

子
供
た
ち
は
、
期
待
に
胸
ふ
く

ら
ま
せ
て
い
た
だ
け
あ

っ
て
、
し

ん
し
ん
と
降
り
し
き
る
雪
を
も

の
と
も
せ
ず
、
お
お
は
し
ゃ
ぎ
で

初
滑
り
に
挑
戦
し
た
。
は
じ
め

は
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
ス
キ

ー
板

の
操
作

も
酒
田
遊

雪
会

（田
中
武
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
ら
の

指
導
で
見
る
見
る
上
達
、
午
後
か
ら

は
ほ
と
ん
ど
の
子
が
リ
フ
ト
に
乗

っ
て
急
な
斜
面
を
歓
声
を
あ
げ
な

が
ら
上
手
に
滑
り
降
り
て
い
た
。

ま
た
、
翌
日
行
わ
れ
た
黒
森
小

学
校
で
の
交
歓
会
で
は
、
同
校
の

児
童
ら
が
古
く
か
ら
地
元
に
伝
わ

る
黒
森
少
年
歌
舞
伎
と
少
年
太
鼓

で
出
迎
え
、
本
村
の
子
ど
も
た
ち

も
与
那
嶺
剛
く
ん

察
ウ
帰
仁
小
六

年
）
と
仲
里
祐
輝
く
ん

（今
帰
仁

小
六
年
）
が
奏
で
る
三
線
の
響
き

に
の
せ
て
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
緑
豊
か

な
南
国
今
帰
仁
村
を
紹
介
し
た
。

そ
の
あ
と
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

分
か
れ
て
レ
ク
ゲ
ー
ム
や
友
情
交

歓
カ
ー
ド
を
交
換
し
あ
う
な
ど
、

遠
く
離
れ
た
北
国
で
の
交
流
に
満

面
の
笑
顔
を
浮
か
べ
、
思
い
出
深

い
体
験
旅
行
を
過
ご
し
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
の
北
国
で
の
元
気

な
交
流
体
験
活
動

の
様
子
を

一

部
、
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

士
目
で
の
打
伊
を
河
解

ス
キ
，
や
交
該
会

に
子
ど
も
逹

の
笑
顔
広
が

る

▲元気いつぱい雪遊びを楽しむ本村の子ども達

した
▲たくさんの友達もできました

▲やった一 すべれる
ようになつたぞぉ―

▲やつぱリス

は最高です

▲スワンパ モがお出迎え

癬 l,
出恩 0R iト
ブケ

0好
い

3広 幸風な き じん 鬱ool年)平成13年 3月 1日
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ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
る

今
帰
仁
村
民
・
村
内

「新
エ
ネ
ル
ギ
…
」
像

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
規
制
な
ど
今
、
世
界
的
な
規
模
で
取
り
ざ
た
さ
れ

て
い
る
環
境
問
題
。
そ
の
問
題
の
解
決
、
改
善
を
図
る
た
め
、
今
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
れ
ま
で
の

石
油
、
石
炭
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
代
る
太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

今
帰
仁
村
で
は
、
現
在
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
向
け
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
可
能
性
を
検
討

す
る

ズ
フ
帰
仁
村
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
中
。
「国
の
前
の
大
き
な
課
題
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
を
考
え
て
い
く
た
め
今
帰
仁
村
民
や
村
内
企
業
の
方
の
新
工

ネ
ル
ギ
ー
の
認
知
度

。
現
状
で
の
取
組
み
、
新
エ
ネ
に
対
す
る
意
識
や
考
え
方
な
ど
を
把
握
す
る
と
と

も
に
将
来
の
む
ら
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
こ
う
と
基
本
的
な
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

4440/O

2810/0

2360/O

120/O

]フ 0/0

980/O

]10/0

0フ 0/O

070/O

040/0

1 やがて枯渇し、近しヽ将来影響が現れると不

安を感じている

2将来は枯渇するが、別のエネルギー源を使

えば問題なしヽと思う

3将来lEk枯渇するが、当分不安 |よなしヽ

4地 球上に大量にあるので不安 |よなしヽ

5そ の他

]テ レビ ラジオ

2新 聞                      フフ 00/o

3書 籍 雑誌

― 村民編―

4講 演会

4役 場の会報

6そ の他

※各項目、上位 3位まで
1位    2位    3位

]よく矢lつている 分別収集  再生紙  風力発電

2言葉だけ矢]つている 新エネルギー エコロジー タリンI利ケギ崎草

3知らなしい興味がある 温室効果ガス 新エネルギー ]―ツェネレーシつ

4まったく知らない  3つの R コーツェネレーションリターナブルビン

１
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
対
す

る
関
心

・
行
動
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
九
五
％

の
人
が
現
在
使
わ
れ
て
い
る
石
油

や
石
炭
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

は
将
来
枯
渇
す
る
こ
と
を
認
知
し

て
お
り
、
四
割
の
人
が
枯
渇
に
よ

る
影
響
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

（Ｑ
ｌ
）
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環

境
の
問
題
に
関
す
る
情
報
源
は
九

割
か
ら
人
割
近
く
の
人
が
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
、
新
聞
な
ど
に
集
中
す

る
な
ど
、
大
半
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
情
報
で
は
あ
る
が
、
中
に
は
書

籍
、
雑
誌
が
三
割
と
能
動
的
に
情
報

を
収
集
し
て
い
る
人
も
お
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
対
し
て
の
関

心
の
高
さ
が
伺
え
た

（Ｑ
２
）
。
ま

た
、
「酸
性
雨
」
「地
球
温
暖
化
」

「オ
ブ
ン
層
破
壊
」
な
ど
と
い
っ
た

環
境
問
題
や

「新

エ
ネ
ル
ギ
ー
」

自
体
よ
り
も
具
体
策
の

「風
力
発

電
」
「ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動

車
イ

フ

ー
ラ
ー

ンヽ
ス
テ
ム
」
な

ど
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
よ
く
取
り

上
げ
ら
れ
る
せ
い
か
認
知
度
は
高

い
反
面
、
「３
つ
の
Ｒ
名
エ
コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
、
や
や
専
門

的
説
明
が
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は

認
知
度
が
低
く
な

っ
て
い
る

（Ｑ

３
）
。
ま
た
、
過
半
数
の
方
が
毎
日

の
生
活
で
「水
道
水
の
節
約
名
電

灯
の
こ
ま
め
な
消
灯
」
な
ど
身
近
な

省
エ
ネ
の
取
組
み
に
心
が
け
て
お

り
、
日
ご
ろ
か
ら
省

エ
ネ
を
真
剣

に
考
え
て
い
る
こ
と
が
伺
え
た

（Ｑ
４
）
。

２
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
対
す
る

意
識
に
つ
い
て

新

エ
ネ

ル
ギ
ー

（以
下
新

エ

こヽ

の
導
入
に
つ
い
て
は
四
割
前

後
の
方
が

「費
用
の

一
部
を
負
担

す
る
の
で
あ
れ
ば
購
入
し
た
い
」

と
答
え
る
も
の
の
次
に

「購
入
し

た
く
な
い
」
と
の
回
答
が
続
く
の

は
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
時
期
早
々
と
の
判
断
で

あ
る
う

（Ｑ
５
）
。
し
か
し
、
太
陽

光
発
電
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
動
車
に
か
か
る
費
用
の

一
部

Qll踏孫鰈歌乳ユ盟断醜も畿襲弥;

エネルギーや環境のIFロロ題に関する情報をどこから
得てしヽますか?(複数回答)Q2

嘲
言葉について、あてはまるものにOを引す

調査方法
調査 E表平成 12年 10月 ～ ]1月 にブッ・｀

け、村内 19の行政区の人口に合わせ 30
～ 50部すつ (総数 600部 )配布し、さらに
各字区長を通して行政区内で任意に配布、

回答したもの。その中、296人から回答を
いただき、回収率 lよ 493ο/οで男性 53ο/ο、

女性 40ο/ο 無回答 7ο/ο )であつた。
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6

≦

1

7

146

6

`ヽ 115

※上位 3位まで

1 公共施設に太陽光発電システムを導入――-6220/0

2公共施設に風力発電システムを導入 ―――-54フ 0/O

3公共施設、村有施設での省エネの徹底一―-4830/0

5880/0

5200/o

4490/O

0       50      100     150     200     250

困□導入している

‐ 全額費用負担しても導入したい

口 費用の一部を負担するのであれば導入したい

∈畏導入したいとは思わない

]矢[つている 8580/0   2矢 日らなしヽ 1420/0

※上位 3位まで

1 費用や条件によつて|よ両方購入したしヽ一一-2460/0

※上位 3位まで

]水道の節約

2わからない 2400/0 2電灯のこまめな消lttU

3費用によつてlよ太陽光発電を設置したい 一-1690/o 3冷 暖房の設定温度の調整

※ その他、ガスの節約、省エネ家電の利用と続く

※上位 3位まで

1補助制度                6670/O
太陽光発電

2モブルケースの実施及び見学 5540/0

3情報提供の充実 4560/0 太陽熱利用

※以下、融資制度、相談窓国の実施、専門家の派遣と続く 風力発電

クリーンエネルギー自動車

負
担
す
る
助
成
制
度
に
つ
い
て
は

人
割
以
上
の
人
が
「知
ら
な
い
」
と

答
え
て
お
り
、
本
フ
後
、
助
成
制
度
の

認
知
向
上
に
向
け
て
の
努
力
が
必

要
で
あ
る

（Ｑ
６
）
。
ま
た
、
「助
成

制
度
を
活
用
し
て
住
宅
に
太
陽
光

発
電
の
設
置
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
動
車
を
購
入
し
た
い
か
」

と
い
う

一
歩
踏
み
込
ん
だ

（Ｑ
７
）

の
質
問
に
は
、
四
人
に

一
人
が
費

用
や
条
件
に
よ

っ
て
両
方
設
置
し

た
い
と
回
答
す
る
な
ど
関
心
の
高

さ
は
何
え
る
も
の
の
、
次
に
「わ
か

ら
な
い
」
が
続
く
の
は
情
報
量
の
少

な
さ
や
価
格
面
で
の
抵
抗
感
が
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

霰

置

し
た
く
な
い
」
と
し
た
回
答
に
は

「助
成
を
受
け
て
も
高
過
ぎ
る
´
」

と
し
た
費
用
面
の
理
由
や
導
入
す

る
ほ
ど

「よ
く
知
ら
な
い
」
「維
持

管
理
が
か
か
る
」
「故
障
時
に
対
応

が
心
配
」
な
ど
不
安
を
抱
く
回
答
も

多
く
、
今
後
は
補
助
制
度
の
充
実

や
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
実
施
お
よ
び

見
学
と
い
っ
た
費
用
面
で
の
サ
ポ

ー
ト
や
自
分
の
日
で
新
エ
ネ
を
確

認
し
た
い
と
の
意
向
が
伺
え
、
そ

の
た
め

「公
共
施
設
に
太
陽
光
シ

ス
テ
ム
導
入
」
や
鬱
學
入
施
設
で
の

新
エ
ネ
の
徹
底
」
な
ど
の
答
え
が

上
位
を
占
め
て
い
た
（Ｑ
、８
、
９
）。

そ
の
他
、
代
表
的
な
意
見
と
し

て

「新
エ
ネ
導
入
は
役
場
か
ら
」

「国
庫
補
助
の
高
率
補
助
が
必
要
」

「新
エ
ネ
に
つ
い
て
学
習
で
き
る

施
設
の
要
望
」
「新
エ
ネ
に
対
す

る
大
人
の
意
識
の
高
揚
」
な
ど

様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

３
．

ま
と

め

こ
れ
ら
の
回
答
か
ら
　
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
関

心
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
学
習
す
る
機
会
が
な
い
た
め
に

結
果
的
に
意
識
が
向
上
し
な
い
。

子
供
た
ち
が
学
校
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
学
習
し
て
も
大
人
た
ち
の
意

識
が
薄
い
た
め
結
果
的
に
学
習
効

果
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

新
エ
ネ
関
連
の
導
入
意
義
に
は

賛
成
す
る
が
、
コ
ス
ト
的
な
問
題
が

あ
り
個
人
負
担
額
が
低
く
な
れ
ば

導
入
に
関
し
て
前
向
き
に
検
討
で
き

る
。
と
い
っ
た
三
点
に
集
約
さ
れ

玄Ｏ
。施
策
と
し
て
は
村
が
実
際
に
設

備
を
導
入
し
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

機
会
を
望
ん
で
お
り
、
全
般
的
に

村
民
の
意
識
は
高

い
と
い
え
る
。

さ
ら
に
今
後
コ
ス
ト
的
な
負
担
に

関
し
て
も
検
討
の
余
地
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（次
回
は
村
内
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト

に
つ
い
て
報
告
）

名家庭ナ】「新エネルギー1の導入を進めるにははどの
ようなことか必要だとお考えですか 1後数回告 |
Q8

次にダ)げる剰,エ ネサし′十一の管 :＼に⊃に′ヽてのを貞_を

おドロロかせ下さいQ5

Q9篇環:枡謎誌簑緊坊鴛説潔穐
われますか ?1捜数回各 )

Q6〆系を頼繋
=七=絆

、!撃了冨
・　
一　
　
．　
一　
一　
　
　
■

■
〓
墨
轟
轟
露
田
■
■
口
一

―
Ｉ
Ｗ
Ｗ
〓
　
　
一
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田
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ス
自
出
金
管
バ
ン
ト
副

・
九
州
六
会
て
演
奏

し
、
前
日
の
演
奏
指
導
と
当
日
の

発
表
を
組
み
合
わ
せ
た
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
形
式
で
開
催
さ
れ
、
多
く

の
小
学
校
の
子
供
た
ち
に
夢
や
希

望
を
与
え
よ
う
と
行
わ
れ
る
も
の
。

そ
の
た
め
出
場
校
の
推
薦
に
あ

た

っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
や

演
奏
技
術
の
み
な
ら
ず
、
日
ご
ろ

の
活
動
内
容
や
父
母
ら
の
協
力
体

制
ま
で
合
め
総
合
的
に
評
価
し
、

決
定
さ
れ
る
。

無
事
、
大
役
を
果
た
し
、
父
母

ら
に
迎
え
ら
れ
た
到
着
式
で
は
、

バ
ン
ド
部
を
代
表
し
て
岸
本
春
菜

さ
ん

（六
年
）
が

「自
分
た
ち
の
満

足
の
い
く
演
奏
が
で
き
、
思
い
出

も
い
っ
ぱ
い
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
た
ち
を
支
え
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
生

か
し
た
い
」
と
感
想
を
話
す
と
、

顧
問
の
渡
慶
次
淳
子
先
生
も

「子

供
た
ち
は
九
州
各
県
の
代
表
校
を

揃
え
た
一局
い
レ
ベ
ル
の
中
、
こ
れ

ま
で
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
出

し
切

っ
た
」
と
子
ど
も
た
ち
を
称

え

「
こ
れ
ま
で
部
を
支
え
応
援
し

て
下
さ

っ
た
父
母
を
は
じ
め
多
く

の
方
々
に
感
謝
し
た
い
」
と
お
礼

を
述
べ
て
い
た
。

む

う

０話
題

響
け
ｒ

み
ん
な
の
ハ
ー
モ
エ
ー

▲前日から本番まで緊張の連続の中、満足いく演奏を見せた天底小金管バンド部の皆さん

広報なきじんに

情報をお寄せ下さい。

〒905‐0492
今帰仁村役場「広報なきじんJ

長
崎
県

・
長
崎
パ

ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で

二
月
二
、
四
の
両
日

に
開
催
さ
れ
た
、
一
一

〇
〇

一
年
全
国
小
学

校
管
楽
器
合
奏
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（九
州
長

崎
大
会
）
で
天
底
小

学
校
の
金
管
バ
ン
ド

部
の
子
供
た
ち
四
十

六
人
が
、
沖
縄
県
代

表
と
し
て
堂
々
た
る

演
奏
を
披
露
し
、大
勢

の
観
客
を
魅
了
し
た
。

こ
の
大
会
は
小
学

校
バ
ン
ド
の
育
成
と

演
奏
技
術
の
向
上
を

図
る
目
的
に
コ
ン
ク

ー
ル
で
は
な
く
、各
県

の
推
薦
校
が
一堂
に
会

「き
ぴ
麺
り
」
作
業
て
き
わ
）
が
な
汗
ｒ

中
尊
生
ら
に
平
麒
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
「勤
碧
体
験
」

わ
ら
ず
、
作
業
は
順
調
に
進
み
、

子
供
た
ち
は
プ
ル
カ
ラ
ー

（キ

ビ
の
枯
れ
葉
）
に
足
を
取
ら
れ

な
が
ら
も
、
憤
れ
な
い
手
付
き

で
懸
命
に
仕
事
に
励
み
、
心
地

よ
い
汗
を
流
し
て
い
た
。

初
め
て
き
び
刈
り
を
体
験
し

た
与
那
嶺
将
く
ん

（今
帰
仁
中

二
年
）
は

「苅
り
取
リ
オ
ノ
で

さ
と
う
き
び
を
倒
す
の
が
気
持

ち
良
く
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
、

地
域
交
流
の
少
な
い
中
学
生
を

対
象
に
勤
労
体
験
を
と
お
し
て
交

流
を
深
め
よ
う
と

一
月
二
十
七
日
、

平
敷
区
Ｐ
Ｔ
Ａ

（上
問
正
則
会
長
）

の
主
催
す
る

「さ
と
う
き
び
の
刈

り
取
り
体
験
」
が
区
内
の
中
学
生

や
親
を
合
む
総
勢
二
十
五
人
を
集

め
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
は
区
内
の
大
城
忠
真
さ

ん
が
こ
こ
ろ
よ
く
キ
ビ
畑
を
提
供
、

子
供
た
ち
は
さ

っ
そ
く
、
カ
マ
や

苅
り
取
リ
オ
ノ
を
手
に
大
人
の
作

業
を
見
よ
う
見
ま
ね
で
キ
ビ
の
刈

り
取
り
に
挑
戦
し
た
。

あ
い
に
く
の
悪
天
候
に
も
か
か

夜
に
は
父
母
ら
の
用
意
し
た
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
、

仕
事
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
た
。

勤
労
体
験
を
企
画
し
た
上
問
正

則
さ
ん
は

双
フ後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
を
と
お
し
、
働
く
こ
と
の

大
切
さ
と
、
協
力
し
助
け
合
う
心

を
育
ま
せ
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

▲汗を流し働くことでまたひとつ成長する

▲お兄ちゃんお姉ちゃんに

見習い私もお手伝い |



つ
き

た

て
の
お
も

ち

圏
し
上
が

れ
！

新
奮
も
ち
つ
き
六
会
に

一
五
０
人
が
参
加

「ぺ
っ
た
ん
、
ぺ
っ
た
ん
！
」

今
帰
仁
村
社
会
福
祉
協

議
会
（上
間
敏
雄
会
長
）
の
主

催
す
る
新
春
も
ち

つ
き
大

会
が

一
月
二
十
七
日
、
村

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
た
。

毎
年
恒
例
と
な

っ
た
こ

の
も
ち
つ
き
大
会
は

〓
ハに

支
え
あ
う
社
会
を
築

い
て

い
こ
・≧

と
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
者
や
福
祉
関

係
者
と
村
民
と
の
交
流

を
目
的
に
行
わ
れ
る
も

の
で
、
今
年
も
大
勢
の

参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
て
い
た
。

こ
の
日
は
、
縁
起
物

の
お
も
ち
を
多
く
の
方

に
振
る
舞
お
う
と
、
も

ち
米
十
キ
ロ
が
用
意
さ

れ
、
蒸
し
た
も
ち
米
が

う
す
に
移
さ
れ
る
と
杵

を
手
に
し
た
参
加
者
ら

は

「よ
い
し
ょ
、
よ
い

し
ょ
」
と
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
も
ち
つ
き

を
は
じ
め
た
。
つ
き
た
て
の
お
も

ち
は
、
き
な
こ
を
塗
し
た
り
、
ぜ

ん
ざ
い
や
い
そ
べ
巻
き
に
す
る
な

ど
、
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば

っ
て

い
た
。

ま
た
、
参
加
者
の
新
世
紀
で
の

大
い
な
る
飛
躍
を
願
い
、
い
ま
じ

ん
太
鼓
の
演
舞
も
披
露
さ
れ
る
な

ど
、
新
春
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ヂ
」
し
て
い
た

▲かけ声をかけながらもちつきを楽しむ参加者ら

7広 幸限なきじん 9ool年 )平成13年 3月 1日

本
部
町
今
帰
仁
村
消
防
組
合

（大
城
応
彦
消
防
長
）
で
は
こ
の
ほ

ど
職
員
四
名
を
派
遣
し
古
宇
利
消

防
団

確
〔屋
弘
則
団
長
）
の
消
火
訓

練
を
行
っ
た
。

本
村
唯

一
の
離
島
で
あ
る
古
宇

利
島
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
本

島
に
比
べ
る
と
消
防
車
両
等
の
到

着
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
初

期
消
火
活
動
は
島
内
の
消
防
団
員

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
状
況
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
緊
急
時
に
迅
速
な
作
業

が
行
え
る
よ
う
、
こ
の
日
、
集
ま
っ

た
十
名
の
団
員
ら
は
消
防
隊
員
の

指
導
の
も
と
、
二
人

一
組
で
導
入
し

た
小
型
可
搬
動
カ
ポ
ン
プ
の
操
作

訓
練
を
行
い
、
消
火
栓
や
農
業
用

の
溜
池
か
ら
実
際
に
取
水
す
る

一

連
の
作
業
を
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
た
。

訓
練
に
同
行
し
た
仲
宗
根
武

一

今
帰
仁
分
遣
所
長
は

「島
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
団
員
と
し

て
の
使
命
を
誇
り
に
活
動
に
当
た
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
任
務
の
重
要
性

を
述
べ
、
団
員
を
激
励
し
た
。

沖
合
海
上
か
ら
不
法
投
棄
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
廃
油
ボ
ー
ル
が
村

内
海
岸
に
漂
着
し
た
こ
と
で
今
帰

仁
漁
協
は

一
月
二
十
九
日
、
漁
協

組
合
員
を
集
め
地
元
住
民
ら
と
共

に
回
収
作
業
を
行

っ
た
。

漁
協
前
で
の
出
発
式
で
は
組
合

長
が
深
着
状
況
と
作
業
方
法
に
つ

い
て
説
明
、
そ
の
後
、
漂
着
し
た

と
思
わ
れ
る
村
内
西
側
の
全
海
岸

を
巡
回
し
、
砂
に
ま
み
れ
、
ゴ
ミ

な
ど
に
付
着
し
た
廃
油
ボ
ー
ル
を

参
加
者
ら
は

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

回
収
し
て
い
た
。
　

今
帰
仁
漁
協

の
上
間
義
昭
組
合
長
は

「大
き
な

被
害
の
報
告
は
受
け
て
な
い
も
の

の
海
を
生
活
の
糧
に
し
て
い
る
人

た
ち
も
い
る
、
今
後
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
み
ん
な
の

海
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
た
。

み
ん
な
の
海
、六
切
に
し
よ
う
″

●
婦
仁
漁
協
が
廃
油
ボ
ー
ん
の
回
収
作
崇

▲本番さながらの訓練に団員も真父」r

火
事
だ
―
ゴ
急
げ
ゴ
散
水
だ
―
ゴ

古
守
副
消
防
回
が
消
火
訓
編
に
耐
お

▲流れ着いた廃油ボールとともにゴミも回収
する漁業関係者
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平成12年度建設工事発注状況
者 々 と進 む

麦 束 基 盤 や生 活環 境 の整 備

本村の21世紀の将来像「自然と歴史とロマンに満ち、躍動するむら」の

実現に向け掲げた「第二次総合計画後期基本計画 (平成 9年～13年 )」 も

今年は4年目の終期を迎え、日まぐるしく変わる社会情勢や村民の要求に

も柔軟に対応しつつ、これまで住民福祉を基本理念に各種事業を展開して

まいりました。

今年も並型漁礁の設置事業や今帰仁小学校体育館の建設、農村環境サブ

センター (古宇利)建築工事など27件もの公共工事が行われるなど、本

村の産業基盤や生活環境の整備等は着々と進んでいます。

そこで、平成12年度における建設工事発注状況とその事業の一部を写

真を交えて紹介します。

▲住みよい生活環境に向けた中央イ,泉道路改 ▲島民のコミュニティーの場として活用さ
良工事                  れる農村改善サブセンター

平成 12年度 建設工事発注一覧表        僻成13年 2月末現在)

▲近海の漁場に設置される並型魚礁

:            

―

  、  | くヽ

▲間もなく完成する◆帰仁小学校体育館

番号 工事の名称
吐
諮督塔騒
獨

事業所名 番号 工事の名称 請負金額 事業所名

1
中央線 2号橋橋梁整備
工事 (下部工)

68,985,000 ∩孝夫組 14
仲尾次尾山林道開設舗
装工事

34,125,000 ∩島政建設

2
中央線道路改築工事

(5工区)
(701,400)
26,250,000 0島政建設 15

今帰仁城跡主郭 (俗称
本丸)崩落石撤去工事

(1,063,650)
5092500 ∩仲原建設

3
仲尾次前平当原線特改
一種工事 (1工区)

(515,550)
16,905,000

平山工務店 16
仲尾次前平当原緑特改
一種工事 (2工区)

28,140,000 ∩源建設

4
集落地域整備事業農道
6号農排 1号工事

(223,650)
27300000 0星土建

工業 17
中央線歩道舗装工事
(1工区)

(1,635,900)
18.165、 000 lttlタ マキ産業

5
今帰仁村農村環境改善
サブセンター建築工事

99,750,000 嘉陽組∩ 18
諸志山釜原線道路改良
工事

20370000 固国吉組

6
今帰仁小学校屋内運動
場新増改=薬工事 (建築)

277,200,000
」VO上宏工業
lttl平山工務店

19
選挙管理委員会事務所
プレハブ建築工事

(420,000)
3,150,000

∩富士ハウス興業

7
今帰仁村農村環境改善
サブセンター電気工事

10,500,000 lttl丸和産業 20
呉我山中山原線災害復
旧工事

1,680,000 向陽電気

8
今帰仁村農村環境改善
サブセンター設備工事

17,850,000 lホ朱l金星興産 21 古宇利線災害復旧工事 4,200,000 ∩池田電建

9
集落地域整備事業集排
1号工事

28,245,000 陶山川建設 22
集落地域整備事業農道
2号工事

11,550,000 lttl新城組

10
集落地域整備事業集道
8号工芸

9,765,000 喜屋武建設 23
中央 線 道 ,各 改 築 工 事

(6工区 )
27,300,000 lttl旭土建

11
今帰仁小学校屋内運動場
新増改築工事 (電気設備)

33,600,000 l大朱`金良建設 24
天底 A地区災害復旧工
事

(210,000)
2,205,000

帥金星興産

12
今帰仁小学校屋内運動場
新増改築工事 (機械設備)

26,145,000 向陽電気 25
天底 B地区災害復旧工
事

(538,650)
1、 785.000

醐金星興産

13 並型魚礁設置工事
(378,000)
28560000 倒内間建設 26

上運天大久保原線道路
改皇工事 (1工区)

19,110,000 栄建設

27
今帰仁村農村環境改善サ
ブセンター解体撤去工事

7,213,500 lttl旭土建
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広六な出‖れを子ど彰達のためにI
故・大城獲さんの意志を受け継ざ親族らが寄贈

韓
一

一年
き

撃爺壌ピ

一
▲生活改善をアピールする山内区長

一
西

▲仲里村長から大城l庸氏の親族に感謝状と記念品が贈られる入
学
祝
や
生
年
祝
い
で

の
祝
金
、
告
別
式
や
法
事

で
の
香
典
料
等
の
経
費
を

抑
え
「お
返
し
」
を
廃
止
す

る

「生
活
改
善
運
動
」
の

取
組
み
が
、
村
内
各
字
で

進
み
、
こ
の
ほ
ど
与
那
嶺

区
と
玉
城
区
で
も
経
費
節

減
に
向
け
実
施
さ
れ
た
。

与
那
嶺
区
長

の
山
内
清
さ
ん

は
、
「冠
婚
葬
祭
で
の
出
費
を
最

小
限
に
抑
え
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活

に
向
け
改
善
す
る
こ
と
が
目
的
。

そ
の
た
め
に
も
村
民
共
通
の
理
解

と
意
識
を
も
つ
こ
と
が
必
要
」
と

区
民
以
外
の
人
た
ち
に
も
理
解
を

呼
び
か
け
た
。

こ
れ
ま
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る

字
は
、
今
泊
、
諸
志
、
与
那
嶺
、

仲
尾
次
、
崎
山
、
平
敷
、
越
地
、

玉
城
、
呉
我
山
、
湧
川
、
天
底
、

勢
理
客
、
渡
喜
仁
、
運
天
、
上
運

天
の
十
五
字
と
な

っ
た
。

越

地

出

身

の

故

・
大
城
披
さ
ん

の
親
族

（代
表

中

大
城
尚

〈仲
宗
根

二
〇
六
こ

四
人

が
二
月
十
四
日
、

村

役

場

を

訪

れ

「村
を
担
う
子
供

た
ち
の
た
め
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」

と
乙
羽
岳
の
ふ
も

と
に
位
置
す
る
同

氏
名
義
の
広
大
な

山
林

（甚
重
山
）

十
万
六
千
七
百
人

十
九
ぽ
を
無
償
で
村
に
寄
贈
し

た
。こ

の
大
き
な
贈
り
物
は
、
幼
少

年
時
代
を
今
帰
仁
で
過
ご
し
た
、

大
城
損
さ
ん
故
人
の
意
志
を
親
族

ら
が
受
け
継
い
だ
も
の
で
、
仲
里

吉
徳
村
長
は

「寄
贈
さ
れ
た
土
地

を
合
め
、
周
辺

一
帯
は
天
然
記
念

物
の
フ
タ
オ
チ
ョ
ウ
や
コ
ノ
ハ
チ

ョ
ウ
な
ど
の
貴
重
な
動
植
物
が
生

息
す
る
自
然
の
宝
庫
、
村
の
宝
と

し
て
後
世
に
残
し
た
い
」
と
感
謝

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
そ
の
功
績

を
称
え
、
親
族
に
感
謝
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
た
。

ン
ャ
ト
ル
追
い
、
吾
コ
ー
ト
で
熱
戦
展
開
ゴ

第
四
回

新
春
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
―
―

気
軽
に
楽
し
め
る
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
も

う
と
第
四
回
新
春
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会

（主
催

【
村
教
育
委
員
会
）

が

一
月
二
十

一
日
、
村
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
。

大
会
に
は
小
学
生
を
含
む
人
○

人
近
く
が
参
加
。
相
互
の
親
睦
を

図
る
意
味
か
ら
二
人

一
組
の
ダ
ブ

ル
ス
と
し
、
実
力
に
応
じ
た
二
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
コ
ー

ト
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

Aク ラス

(チャンピオンの部)

Bク ラス

(ビギナーの部)

Cク ラス

(小学生の部 )

試 合 結 果 一
優 勝  金城 幸信 (北山教員)

真喜屋 篤 (北山教員)
準優勝  大嶺  敦 (越 地)

出城 直― (崎 出)
優 勝  真栄田和也 (北山高)

上間絵里奈 (北山高)

準優勝  渡久山香澄 (北山高)
島袋奈々美 (北山高)

優 勝  田中 宏和 (天底小)
伸村 勇人 (天底小)

準優勝  田港 朝佳 (天底小)
比嘉 栄樹 (今帰仁小)

脚 秘到抑鶴をハガキでPR
一 部便局が記念

ハガキを発行―

こ
の
ほ
ど
郵
便
局
で
は
、
各
地
域
の
世
界
遺
産
を
紹

介
し
よ
う
と

「今
帰
仁
城
跡
」
を
は
じ
め
と
す
る

「琉

球
王
国
の
グ
ス
ク
お
よ
び
関
連
遺
産
群
」
な
ど
を
題
材

と
し
た
絵
入
り
官
製
は
が
き
を
発
売
し
た
。
こ
の
記
念

官
製
は
が
き
は
、
沖
縄
地
区
限
定
版
と
し
て

一
万
セ
ッ

ト
が
用
意
さ
れ
、県
内
全
郵
便
局
で

一
組

盆

○
枚
入
り
）

七
〇
〇
円
で
販
売
さ
れ
る
。

親
川
惑

一
。
今
帰
仁
郵
便

局
長
か
ら
記
念
は
が
き
セ
ッ

ト
を
贈
ら
れ
た
仲
里
村
長
は

「地
域
の
誇
り
高
き
文
化
遺

産

の
Ｐ
Ｒ
に
役
立

つ
も
の
」

と
発
売
を
喜
ん
だ
。
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第

１７
回
青
少
年

の
主
張
大
会

を
身
を
も

っ
て
感
じ
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
「勝
負
に
勝

つ

の
は
簡
単
じ
ゃ
な
い
。
勝
ち
た
け

れ
ば
人
よ
り
何
倍
も
練
習
す
る
こ

と
だ
よ
。
」
と
い
う
、
顧
間
の
先

生
の
言
葉
か
ら
、
ど
う
し
て
も
結

果
に
だ
す
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た

の
は
、
ぼ
く
の
努
力
が
足
り
な
か

っ
た
か
ら
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
の
ぼ
く
は
、図
書
館
で

卓
球
に
関
す
る
本
を
読
ん
だ
り
、

ラ
ケ

ッ
ト
を
家
に
持
ち
帰
り
、
素

古
宇
利
中
三
年

小
波
滓
　
俊

振
り
の
練
習
を
し
て
夜
寝
る
前
に

は
、
い
つ
も
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
で
見
事
勝
利
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ぼ
く
に
と
っ
て
、ア」

の
勝
利
は
、
次
の
大
会

へ
向
け
て

大
き
な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
ぼ
く
の
自
信
に
答
え
る
か
の

よ
う
に
、仲
間
や
先
輩

・
後
輩
た
ち

も

一
球

一
球
集
中
し
て
み
ん
な
が

一
つ
に
な

っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
夏
季
総
体
当

日
。
島
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
応
援
に
か
け
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。
最
初
は
団
体
戦
か
ら
で
す
。

自
分
の

一
勝
が
み
ん
な
の
勝
利
に

つ
な
が
る
こ
と
と
信
じ
て
頑
張
り

ま
し
た
、
し
か
し
、
結
果
は

一
回

戦
負
け
で
し
た
。
あ
と
残
る
は
個

人
戦
で
す
。
ぼ
く
は
、
気
持
ち
を

集
中
し
て

一
球

一
球
を
大
事
に
し

て
試
合
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。
す
る

と
、
今
ま
で
と
は
違
い
お
も
し
ろ

い
よ
う
に
ぼ
く
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
が

決
ま
り
点
が
入
り
ま
し
た
。

気
が
つ
け
ば
、
ぼ
く
は
個
人

戦
で
ベ
ス
ト
４
に
入

っ
て
い

た
の
で
す
。
ぼ
く
は
本
当
に

う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
「卓

球
を
習

い
始
め
た

一
年

の

頃
は
、　
一
勝
も
で
き
な
か
っ
た
ば

く
が
ベ
ス
ト
４
に
入
れ
た
な
ん

て
」
そ
の
時
、
ぼ
く
は

「あ
き
ら

め
ず
に
努
力
す
れ
ば
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
」
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

体
験
の
中
で
、
「や
れ
ば
で
き
る
」

「何
事
に
も
努
力
す
る
こ
と
」
と

二
つ
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

△
フ
、
ぼ
く
た
ち
は
、
一ハ
月
の
二
年

最
後
の
夏
季
総
体
に
向
け
て
、気
合

い
を
入
れ
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

普
段
の
練
習
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

家
に
帰

っ
て
か
ら
の
自
主
練
習
に

も
励
ん
で
い
ま
す
。夏
季
総
体
で
は
、

団
体
戦
、
個
人
戦
、共
に
優
勝
を
ね

ら
っ
て
全
力
で
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
中
学
最
後
の
こ

の
大
会
で
、悔
い
の
残
ら
な
い
最
高

の
試
合
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「や

っ
た
―
。
勝

っ
た
ぞ
」
ぼ

く
の
ガ

ッ
ツ
ポ
ー
ズ
と
同
時
に
、

仲
間
の
大
き
な
歓
声
が
体
育
館
い

っ
ぱ
い
に
響
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

県
大
会
行
き
の
切
符
を
手
に
し
た

喜
び
で
胸
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

こ
の
大
会
で
ベ
ス
ト
８
に
入
り
、

県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
ぼ
く

の
目
標
だ

っ
た
か
ら
で
す
。

一
勝
を
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を

感
じ
た
中
学

一
年

の
時
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
卓
球
を
通

し
て
数
え
き
れ
な

い
ほ
ど

の
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

ぼ
く
た
ち
古
宇
利
中
学
校

は
、島

一
番
高
い
所
に
あ
り
、
小
中

合
わ
せ
て
四
十
六
名
の
小
さ
な
学

校
で
す
。
そ
の
古
宇
利
中
学
校
で
、

ぼ
く
は
「卓
球
」
と
い
う
す
ば
ら
し

い
ス
ポ
ー
ツ
に
出
会
い
ま
し
た
。

初
め
て
持

っ
た
ラ
ケ
ッ
ト
の
感
触

は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

最
初
は
素
振
り
な
ど
の
フ
ォ
ー

ム
づ
く
り
か
ら
始
ま
り
、サ
ー
ブ
、
レ

シ
ー
ブ
、そ
し
て
ス
マ
ッ
シ
ュ
と
厳

し

い
練
習

が

ス
タ
ー
ト
し
ま

し

た
。初
め
は
う
ま
く
で
き
な
く
て
、
い

ら
だ
ち
や
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
し
か
も
、
新
し
い
生
活
に
と
ま

ど
い
、く
た
く
た
に
な
っ
て
家
に
帰

る
と
い
う
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
ぼ
く
の
支
え
に
な

っ
て
く

れ
た
の
が
、
先
生
、
先
輩
方
で
あ
り

仲
間
違
で
し
た
。
そ
し
て
、
少
し

づ
つ
卓
球
が
楽
し
く
感
じ
る
よ
う

に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

技
や
技
術
を
覚
え
、
そ
の
た
び
に

「大
会
に
出
て
勝
ち
た
い
」
と
い

う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

練
習
で
は
、
先
輩
た
ち
に
か
な

わ
な
く
て
も
同
級
生
の
中
で
は
敵

な
し
だ

っ
た
ぼ
く
は
、
少
し
い
い

気
に
な

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
強
く
思
い
知
ら

さ
れ
た
の
が
、
一
年
の
時
の
最
初

の
試
合
、
そ
し
て
夏
季
総
体
で
す
。

共
に

一
回
戦
負
け
で
し
た
。
と
て

も
く
や
し
く
て
、
自
分
に
対
し
て

腹
が
た
ち
、
勝
つ
こ
と
の
難
し
さ 阜

球
を
通
し
て

兼
次
小
学
破
ヘ

一
五
〇
０
石
円
旧
当
の

信
品
贈
る

兼
次
小
百
周
年
記
念
期
成
会

こ
の
ほ
ど
、
村
教
育
委
員
会

で
、
兼
次
小
学
校

一
〇
〇
周
年

記
念
事
業
期
成
会
の
役
員
ら
が

出
席
の
も
と
、
多
く
の
方
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
募
金
や
寄
付
金
で

購
入
し
た
千
五
百
万
円
相
当
の

備
品

（舞
台
用
緞
帳
、
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
、
記
念
庭
園
、
遊
具

な
ど
）
の
採
納
式
が
行
わ
れ
た
。

高
額
備
品
の
贈
呈
に
対
し
、

大
城
藤
夫
教
育
長
は

「
母
校
を

思
う
、
み
な
さ
ん
の
温
か
い
志

を
あ
切
が
た
く
受
け
、
本
村
の

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
た
め
に

有
効
に
活
用
し
た

い
」
と
感
謝

を
述
べ
た
。



縮
尿
病
子
随
執
室
が
終
了

今
帰
仁
村
保
健

セ
ン
タ
ー
で

は
、
糖
尿
病
予
防
孜
室
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
住
民
検

診
の
結
果
で
、
糖
尿
病
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
の
あ
る

「糖
尿
病
予

備
軍
」
の
方
、
ま
た
そ
の
家
族
を

対
象
に
し
た
も
の
で
す
。

糖
尿
病
は
、　
一
度
発
症
す
る

と
、
完
治
す
る
こ
と
な
く
さ
ま
ざ

ま
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。

今
回
の
教
室
で
は
、
糖
尿
病
を

予
防
す
る
生
活
習
慣
の
見
直
し
を

し
て
も
ら
う
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し

た
。教

室
に
は
、
３４
名
の
参
加
が

あ
り
、
参
加
者
の
中
に
は
、
ご

夫
婦
で
毎
回
参
加
さ
れ
る
方
々

も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は

「健
康
に
つ

験
ぃ
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

蔀
「毎
日
体
重
を
測
っ
て
い
る
」

絋
「い
ろ
い
ろ
な
先
生
の
話
が
良

靭
か
っ
た
」
等
の
喜
び
の
感
想
、

料理講習会

苺

黍
▲糖尿病についての様々な質問もとびだす

▲熱心に受講する参加者ら

行
動
の
変
化
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
帰
仁
村
保
健

セ
ン
タ
ー
で

は
、
村
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
こ
れ

か
ら
も
健
康
に
関
す
る
教
室
、

等
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
内

容

。
日
程
等
は
広
報
ポ
ス
タ
ー

等
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

糖
尿
病
予
防
教
室
に
参
加

し
た
く
て
も
都
合
で
参
加
で
き

な
か
っ
た
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。
ま
た
、
教
室

に
参
加
し
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

健
康
は
、
毎
日
の
生
活
の
積

み
重
ね
で
す
。
無
理
は
せ
ず
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
続
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

ガ

国民健康保険証の切り替えを下記の日程で行

います。現在使用中の保険証と印鑑を持参し

て下さい。

国保税をまだ納められてない方は、切り替え

時までは必ず納めて下さい。

場所 :各字公民館

字 名 月  日 曜 日 時   間
,白 3月 5日 月 午後 5時～ 7時 30分

兼 次 3月 6日 火 午後 5時～ 7時

諸 志 3月 6日 火

与那嶺 3月 7日 水

仲尾次 3月 7日 水

崎  山 3月 8日 木 /ノ

平 敷 3月 8日 木

越  地 3月 9日 金

謝 名 3月 9日 金

仲宗根 3月 5日 月 午後 5時～ 7時 30分

玉 城 3月 12日 月 午後 5時～ 7時

呉我山 3月 12日 月

'勇

 サII 3月 13日 火 午後 5時～ 7時 30分

天 底 3月 13日 火 午後 5時～ 7時

勢理客 3月 14日 水

渡喜仁 3月 14日 水 //

上運天 3月 15日 木

逼  天 3月 15日 木

古宇利 3月 28日 水 午前10時～午後12時

※ 3月 5日 ～ 3月 31日 の間は村役場回保窓口で更新を行っ

ています。各字で更新できない方は役場窓口を御利用下さい。

平成 13年度

国民健康保険者証更新日程

内  容
1 医者のお話 「糖尿病予防は生活習慣の見直しから」
2 健康相談  「あなたの目標は?」

3
毎日続けるための運動の実践①
「歩き方と気持ちいいストレッチ」

4 「実際に外を歩いてみよう」
②

5 「自分のペースを見つけよう」
③

6 栄養士のお話「栄養のバランスとあなたの力ロリー」
7 調理実習  「自分に必要な栄養量を知ろう」

糖尿病予防教室プログラム

11広報なきじん ⑫ool年)平成13年 3月 1日



軽自動車の

子市消(礎車)手続きは

お済みですか?
軽自動車税は 4月 1日 現在、所有する方

に対 し年税が課されます。不用になった軽自

動車 (125cc未 満のバイクも含む)で も4月

2日 以降に抹消手続きを済ませた場合は年

税を納めていただかねば
｀
なりません。

現在、故障や車検切れ等により抹消手続

きを必要とされる車輌をお持ちの方は、3月

末までにその手続きを済ませて下さい。

お問い合せ 役場税務課 盗56-2105

き設ボラ】手ィ?番破講座
― 受講生募集 ―

1.目  的

2,日  時

視覚障害者に社会参加に必要な情報を提供し、自

立と社会参加の促進を図る「声の広報事業Jの音
訳ボランティアの養成を行う。

平成 13年 3月 23日 (金 )午後 7時 30分～ 9時

毎週金曜日 (国民の休日を除く)

6月 1日 までの10回シリーズ

今帰仁村コミュニティセンター

20名 まで (社会福祉協議会の音訳

ボランティアに協力できる方 )

3.場  所
4.募集定員

5,申 込 先  今帰仁村社会福祉協議会
TEL(56-4742)山 内まで

6.申込期限  平成 13年 3月 16日 まで

⑫001年)平成13年 3月 1日 広幸限なきじん 12

調査員(賃金職員)募集
◎資格
  原雰埋増累圭捺信写努 n
かの免許取得者

◎募 集   2 名
※ 詳しいお問い合せは、

今帰仁村役場福祉課
介護保健担当まで

電話 56-4189

〔
鳶

～なくそう無許可墓地～

お墓を建てるには
許可が必要です ゴ
墓をつくろうとする方は、墓地・埋葬等に関する法律によ

り保健所長の許可を受けなければなりません。

許可を受けるには、事前に役場保健予防課で墓地の構造、

設置場所等が法の基準に適合しているか、墓地建設が可能で

あるかどうかの確認をし、墓地の許可申請書類を提出する手

続きが必要です。

墓地申請から許可までの流れ

申 請 者 墓地をつくりたい
ヤ

保健予防課
墓地設置したい旨の相談

墓地の許可申請手順・書類等の確認

ヤ

経 済 課
農業振興地域に指定されている場合

農振除外申請

ヤ

農業委員会
農地の場合

農地転用申請

ヤ

保健予防課 保健所へ墓地許可申請書の提出

ヤ

保 健 所
墓地許可申請書類の審査

現場調査

墓地許可証の交付

※ 墓地の許可を得るには、事前に農振除外申請や農地転用
申請が必要になる場合があり、墓地の許可交付まで半年以

上国数を要することがあります。墓地をつくろうと計画 し

たときには早めに役場保健予防課までご相談下さい。

営利を目的とした墓地の分譲・販売は法律で禁止されて

います。

お問い合わせ :役場 保健予防課 電話 :561234(直 通 )

新鮮な魚を奏イ両で販売!

ド｀登
と き :毎月第4日曜日 午前9:00～
と こ ろ :運 天 漁 港 内 ※先月号の謗 中にF汗弓催 日時の

主 催 :今帰仁漁協 計だを舞|た
ので、お詫

十高 校 生

オ乍Mケ形盈
日 (木 )

日 (土 )

主 催 :北山・名護・北部工業・本部 。辺土名・

与論高校 。名護博物館

隈合iヽうゞ
｀
まちを寸訪(」

と き:2001年 3月 8
～ 1フ

ところ :名護博物館ギャラリー

第 14回



家電リサイクル法が実沌されますゴ
◎家電リサイクル法とは、特定電化製品の 4製品のリサイクルを徹底するために定められた法律です。

平成 13年 4月 1日 から、消費者 (使 った人 )

は、処理料金 【収集運搬料金十リサイクル料金】

をメーカー (小売店)に支払い引き渡すことに

なります。現在、村で回収 している粗大ごみの

中から右記の 4製品 (エアコン、テレビ、冷蔵

庫、洗濯機)は、平成 13年 4月 1日 からは、清

掃組合では受け入れしません。なお、販売店が

回収できない特別な場合は、村役場保健予防課

までご連絡下さい。

※大きさ形式に関係なく―律 1台の料金です。
※収集運搬費は販売店ごとに異なることがあります。

家電メーカーの再商品化料金
テレビ  2,700円
冷蔵庫  4,600円
洗濯機  ?,400円
エアコン 3,500円

+
販売店の

収集運搬費

平成 13年 4月 1日より

お問い合せ 村役場保健予防課  56-1234(保 健センター内)

13広報なきじん ⑫ool年)平成13隼 3月 1日

村
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

○
手
話
サ
ー
ク
ル

「耳
の
輪
」
な
き

じ
ん

・
代
表

中
大
城
加
代
さ
ん

（崎
山
五
人
）
よ
リ
デ
フ

・
パ
ペ
ッ

ト
シ
ア
タ
ー
演
劇
収
益
金
と
し
て

六
万
四
百
四
十

一
円

○
島
袋
幸
雄
さ
ん

（諸
志

一
一
四
）

よ
り
長
男
、
幸
久
様
の
香
典
返
し

と
し
て
十
万
円

村
育
英
会

ヘ

○
渡
嘉
敷
俊
子
さ
ん

（那
覇
市
首
里

鳥
掘
町
三
十
六
七
十
二
〇
）
よ
り
、

夫
、
績
宝
様
の
香
典
返
し
と
し
て

十
万
円

　

　

，

※
ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
′

ち,

来鉄 ,「美
北山高二年

千葉 美香

こ鉾 品Iよ 障とう

きび」を私の視点で写

眈 観愛魂

奥信続く坂遵は、管沖縄的 よく見られ

たしやり道で、おうおうと茂る草とさとう

とびがマッチしな 管を思い出させる懐か`

L′しヽ配暴でよケJと でヽしょう尻

どぅ

ら空
くま

FEE」

このようなときは届出が必要です

忘れないて!

会
社
員
や
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
に
な
っ
た
場

合
や
既
に
第
二
号
被
保
険
者
に
な
っ
て
い
る
人
の
配
偶
者

が
、
例
え
ば
公
務
員
か
ら
企
業
の
会
社
員
に
転
職
し
て
共
済

年
金
か
ら
厚
生
年
金
へ
と
加
入
種
別
が
変
わ
っ
た
場
合
な

ど
、
一
一十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
は
手
続
き
が
必
要
で

す
。こ
れ
は
、
住
所
地
の
市
区
町
村
役
場
に
国
民
隼
金
被
保

険
者
資
格
取
得

・
種
別
変
更

・
種
別
確
認

（第
二
号
被
保

険
者
）
届
書
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

届
出
を
し
な
け
れ
ば
、
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
得
た

り
、
継
続
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

届
出
を
す
る
場
合
は
、
配
偶
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者

証
及
び
年
金
手
帳
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
第
二
号

被
保
険
者

の
届
出
が

遅
れ
た
場
合
は
、
原
則

と
し
て
、
第
二
号
被
保

険
者
該
当
期
間
の
う

ち
直
近
二
年
ま
で
の
期

間
は
遡
及
し
て
国
民
年

金

の
保
険
料
納
付
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
の
期
間

は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

保
険
料
に
つ
い
て

は
、
配
偶
者
の
届
す
る

被
用
者
年
金
制
度
全

体
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
第
三
号
被

保
険
者
本
人
が
保
険

料
を
直
接
納
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

第 3号被保険者の届出
O第 3号被保険者とは
厚生年金や共済組合の加入者である夫

(妻 )に扶養されている20歳以上60歳未満
の妻 (夫 )を「第 3号被保険者」といいます。

届出が必要なとき 第3号被保険者の関係 届出の種類
健康保険証
の提示

会社員や公務員に扶養される

配偶者が20歳に達したとき
年金未加入者→第3号被保険者 資格取得届 必 要

結婚等により、会社員や公務
員に扶養される配偶者となっ
たとき

第1,2号被保険者→第3号被保険者種別変更届 必  要

本人の離職により、会社員や
公務員に扶養される配偶者と
なったとき

第2号被保険者→第3号被保険者 種別変更届 必 要

扶養者の離職などにより、会
社員や公務員に扶養される配
偶者でなくなったとき

第3号被保険者→第1号被保険者 種別変更届 不  要

本人が会社員や公務員として
勤めたことにより、扶養され
る配偶者でなくなったとき

第3号被保険者→第2号被保険者 種別変更届 不  要

扶養者の転職などにより、加入
する厚生年金や共済年金が変
わった人、再加入の手続きがあ
った人の配偶者となっとき

第3号被保険者→第3号被保険者種別変更届 必 要

お F口弓い合せ 村役場住民課・国民年金係 金56-2ヨ 01(内線 ¬16)

今
月
の

「
な
き
じ
ん
／
こ
の
人
」

は
お
休
み
し
ま
す

お詫びと訂正
先月号の九ページの

記事中に「氏名」
誤 りがありました

(誤)目取間興光さん

4
(正)目取真興光さん

訂正してお詫び致し

ます

寄

付

C



2001年/聯地 3年 3月 1日 広 報 な き じん

3月 /弥生

出
○北山高校卒業式 (9:50～ 北山高校体育館)
○ゆいま―る事業 (仲尾次)ピアママ教室
○国保手帳更新開始 (～ 31日 )

○区長会 (1&00～ 2階会議室)

木 水
○リハビリ教室 (13:00～ 15:00保健センター)
○無料法律相談・行政相談 (10:00～ laooコ ミセン)

2 金 22木 ○村立保育所新乳児面接 (13:30～ 15:00各保育所)

$ 土
○ゆいま―る事業
○おもちゃ図書館

(古宇利)
(9:00～ 12100コ ミセン) 2S金

○歯科相談
○兼次小・今帰仁小・天底小卒業式
○ゆいま―る事業 (渡喜仁)

4 田 ○少年少女ホッケー大会 (9:00～村ホッケー場) 24土 ○おもちゃ図書館 (9:00～ 12:00コ ミセン)

5 月 8壕屠甲講撃黎岩係¥膿郎 桃『■鋭30各公民わ  25:1 ○今帰仁漁協朝市 (9:00～ 運天港構内)

6 火 ○兼次・諸志国保手帳更新 (17:00～ 19:00各公民館) 26月 ○健康相談 徹00～ 12:00保健センター)

7
○区長会 (15:00～ 第 1会議室)

27火水
○リハビリ教室 (13:00～ 15:00保健センター)
○与那嶺・仲尾次国保手帳更新 (17:00～ la00各公民館)

○保健推進員白主活動支援事業

3
○ゆいま―る事業 (今泊)

23水
○村立保育所卒園式 (9:30～ ■:30 各保育所)
○古宇利国保手帳更新 (10:00～ 12:00サ ブセンター)木

○崎山・平敷国保手帳更新 (17:00～ 19:00各公民館)

9 金 ○越地 謝名国保手帳更新 (17:00～ 19:00各公民館) 29木
出0土§ぞどま:;顧み塾撃:野をと三;[子!_ ～31日まで   (〕〔) 金
111J

○乙羽朝市 (7:30～ 中央公民館中庭)
S肖 土○おもちゃ図書館 (9:00～ 12:00コ ミセン)

出こと月
Ol建康相談 徹00～ 12:00保健センター)
○玉城・典我山国保手帳更新 (1盈 00～ 19100各公民館) 4月 /卯月

出S火
○湯川匡I保手帳更新 ((17:00～ 19:30公民館)

1○天底 ((17100～ 1徴 00公民館)
||

14水
○リハビリ教室 (13:00～ 15:00保 l建センター)
○勢理客・渡喜仁国保手帳更新 (17:00～ 19:00各公民館) 2 月

○健康相談 (9:00～ 12100保健センター)
○村立保育所入園式 (laoo～ ■:oo各保育所)

肖5本 ○上運天・運天国保手帳更新 (1盈 00～ 19:00各公民館) S 火 ○ゆいま―る事業 (与那嶺)

出6金 :爵ぞ手昂籍ぽ黙琴
捌い中学藤辞椰 4 水 ○リハビリ教室 (13100～ 15:00保健センター)

出7土
○おもちゃ図書館 (9:oo～ 12:00コ ミセン)
○県立高校合格発表 5 木 ○区長会 (14Ю O～ 第1会議室〉

1311 6 金 ○村内各小中学校始業式

出9月 ○健康相談 徹00～ 12100保健センター) 7 土
20火 ○春分の日 3 11

歴史文化センター・企画展

ムラシマを記録する
(ムラシマ講座の展示会 )

と き :3月 10日 (上)～ 34日 (■ )
ところ :今帰仁歴史文化センター展示室
主 催 :今帰仁村文化センター

昔
、
農
家
の
人
た
ち
が
農
作
業
の

合
間
に
丹
精
込
め
育
て
上
げ
た
山
芋

を
旧
正
月
に
収
穫
し
、
そ
の
重
量
で

優
劣
を
競
い
あ

っ
た

「山
芋
勝
負
」
。

越
地
区
で
も

一
昨
年
、
ひ
と
り
の
郷

友
会
員
の
声
を
き

っ
か
け
に
地
元
年

配

の
方
が
中
心
と
な

っ
て
始
ま

っ

た
。
そ
の
取
材
依
頼
に
急
い
で
駆
け

付
け
て
み
る
と
和
や
か
な
中
、
す
で

に
山
芋
談
義
に
花
が
咲
き
、
ほ
ろ
酔

い
気
分
で
表
彰
式
。
乾
杯
の
声
が
飛

び
交
う
中
、
そ
の
か
た
わ
ら
に
は
山

芋
が
六
個
、
不
思
議
な
こ
と
に
中
に

は
種
芋
よ
り
小
さ
く
成
長
？
し
た
物

も

・
・
・
・
。
ど
う
や
ら
こ
の
会
の

主
役
は

「山
芋
」
で
は
な
く
、
そ
れ
を

口
実
に
集
い
、
語
り
あ
う
お
互
い
同

志
の
よ
う
だ
。年
に

一
度
、
ンヽ
マ
ン
チ

ュ
と
シ
マ
を
離
れ
た
人
た
ち
と
の
語

ら
い
の
場
を
持

つ
、
我
が
シ
マ
、
先
輩

ら
の
粋
な
催
し
に
改
め
て
乾
杯
。

編

焦

後

コ
し
圭
一ロ
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